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１．研究の目的 
昨年度の研究では、台風気圧場の再現性に着目し、台風気圧場のモデル化に適した確率分布

を検討し、GEV 分布の適用性を示した。台風のような自然現象の観測データを用いた風速予測
には不確定性が存在するため、台風気圧場のモデル化にはその影響も考慮する必要がある。本
研究では、確率分布パラメータの推定方法が台風気圧場に及ぼす影響を検討するとともに台風
観測記録のデータ数や確率分布パラメータの推定方法が風速評価に与える影響についても検討
を行い、気象観測記録に含まれる不確定性の影響を低減した分布パラメータを推定した。 
 
２．研究の方法 
 気象観測記録は 1951 年から 2010 年までの気象庁ベストトラックデータから北緯 23 度、東
経 123 度から 147 度を通過する台風記録を抽出し、観測データ年数や観測データ期間による
GEV 分布パラメータの差異を比較した。図 1 に対象エリアを示す。また、分布パラメータ推
定手法は、手法の違いによる差異も確認するために PWM 法と MLE 法を用いた。さらにパラ
メータ推定結果が風速評価に与える影響を台風シミュレーションにより確認した。 

 

図 1 気象庁ベストトラックデータ例と記録抽出エリア 
 
３．研究成果 
 図 2 に中心気圧の観測データと再現期間プロットの比較を観測データ年数や観測期間を変え

て示したものである。図中の点線は 95％信頼区間を示す。1951 年～1980 年については、PWM

法では観測データを良く近似出来ているが、MLE 法では再現期間が長い部分の近似精度があ

まり良くない。しかしながら、1951 年～2010 年までの観測データを用いた場合は MLE 法で

も再現期間が長い部分の近似精度が向上している。一方、1981 年～2010 年までの観測データ

を用いた場合は、どちらの手法でも観測データを良く近似出来ている。これらのことから、観

測データ年数や観測期間によりデータの量や質が異なるため、中心気圧の推定精度に差が生じ
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てしまう恐れがある。実際に、図 3 に示すように中心気圧の 0.2 パーセンタイル値（再現期間

500 年相当）を比較すると観測データ年数や観測期間によって推定精度が変化していることが

分かる。 

 次に台風シミュレーションを実施し、異なる 2 地点の傾度風速の比較を行った。ここでは、

台風モデルの初期パラメータ生成位置を北緯 23 度とし、パラメータ生成位置に近い北緯 26 度

と離れた位置の北緯 35 度について比較を行った。図 4 に傾度風速の比較結果を示す。北緯 26

度付近の風速は観測年数の増加により傾度風速が徐々に小さくなる傾向が見られ、PWM 法で

は最大 5m/s、MLE 法では最大 9m/s の差が生じている。一方、北緯 35 度付近ではいずれの手

法でも傾度風速はほぼ一定で、北上することで観測年数の影響はほぼ無くなっている。また、

観測期間が異なる場合も同様に、観測期間によって PWM 法では最大 5m/s、MLE 法では最大

9m/s の差が生じている。一方、北緯 35 度付近ではいずれの手法でも傾度風速はほぼ一定で、

北上することで観測期間の影響はほぼ無くなっている。このことから、観測データの量や質の

影響は、台風モデルの初期パラメータ生成位置に近いほど顕著であることが明らかとなった。 

 そこで、こうした不確定性を低減するために、観測データの再サンプリングを行い、分布パ

ラメータを推定した。具体的には、データ期間を 30 年、40 年、50 年、60 年の 4 種類とし、

1951 年から一年ずつシフトさせてサンプルデータ Xi を作成し、得られた Xi から分布パラメ

ータを推定し、アンサンブル平均を取った。 

 
図 2 中心気圧の観測データと再現期間プロットの比較（Area 1） 

 

 
図 3 中心気圧の推定精度の比較（0.2 パーセンタイル値） 

 (a) 1951 – 1980 
Observation records PWM 

μ : 940.15 
σ : 25.06 
γ : -0.41 

MLE 
μ : 944.45, σ : 27.53, γ : -0.76 

 (c) 1981 – 2010 
Observation records 

PWM 
μ : 942.52 
σ : 22.34 
γ : -0.44 

MLE 
μ : 944.39, σ : 22.89, γ : -0.60 

 (b) 1951 – 2010 
Observation records PWM 

μ : 942.52 
σ : 22.34 
γ : -0.44 

MLE 
μ : 944.39, σ : 22.89, γ : -0.60 
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 図 5 に再評価した分布パラメータによる再現期間プロットと中心気圧観測データの比較を示
す。図 2 と比較して観測年数や観測期間によらず観測記録を良く近似出来ている。この結果を
基に傾度風速の比較をしたものを図 6 に示す。再評価した分布パラメータを用いた場合、いず
れの推定手法でも長い再現期間風速までほとんど同じ結果となり、モデル化の方法による認識
論的不確定性が低減することができた。 
 
 

 
(a) 観測年数が異なる場合 

 
(b) 観測期間が異なる場合 

図 4 分布パラメータ推定手法の違いによる再現期間 500 年傾度風速の比較 
 
 
 

 
図 5 中心気圧の観測データと再サンプリングデータから求めた 
分布パラメータを用いた再現期間プロットの比較（Area 1） 
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図 6 北緯 26 度における傾度風速の比較 
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